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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第55期中 第56期中 第57期中 第55期 第56期

会計期間

自平成27年
 1月 1日
至平成27年
 6月30日

自平成28年
 1月 1日
至平成28年
 6月30日

自平成29年
 1月 1日
至平成29年
 6月30日

自平成27年
 1月 1日
至平成27年
12月31日

自平成28年
 1月 1日
至平成28年
12月31日

売上高 (千円) 275,892 300,891 311,106 672,379 687,938

経常利益 (千円) 31,414 37,640 44,522 71,224 81,868

中間（当期）純利益 (千円) 18,638 23,569 24,056 42,864 46,503

持分法を適用した場合の

投資利益
(千円) － － － － －

資本金 (千円) 1,699,200 1,699,200 1,699,200 1,699,200 1,699,200

発行済株式総数 (株) 169,920 169,920 169,920 169,920 169,920

純資産額 (千円) 3,231,691 3,279,486 3,326,477 3,255,917 3,302,420

総資産額 (千円) 4,259,352 4,315,899 4,438,654 4,145,357 4,209,913

１株当たり純資産額 (円) 19,018.89 19,300.18 19,576.72 19,161.47 19,435.15

１株当たり中間(当期)純利益

金額
(円) 109.68 138.70 141.57 252.26 273.68

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益金額
(円) － － － － －

１株当たり配当額 (円) － － － － －

自己資本比率 (％) 75.87 75.98 74.94 78.54 78.44

営業活動によるキャッシュ・

フロー
(千円) 55,432 41,193 52,897 198,169 130,743

投資活動によるキャッシュ・

フロー
(千円) △38,663 △45,921 △154,647 △42,569 △104,358

財務活動によるキャッシュ・

フロー
(千円) 8,757 58,459 122,319 △154,152 △27,541

現金及び現金同等物の中間期

末（期末）残高
(千円) 30,041 59,695 25,376 5,963 4,806

従業員数
(人)

113 120 120 21 21

［外、平均臨時雇用者数］ [91] [98] [100] [91] [98]

 （注）1. 当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

　　　　　 いては記載しておりません。

　　　 2. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

       3. 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため、記載しておりません。

　　　 4. 潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

　　　　　 りません。
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２【事業の内容】

　　 当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

４【従業員の状況】

 （1）提出会社の状況

平成29年6月30日現在
 

   従業員数（人） 120（100）

　 　 (注) 1. 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、季節雇用者、人材会社からの派遣社員を

　　　　　　　 含む。）は、当中間会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

　         2. 当社は、ゴルフ場事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 （2）労働組合の状況

　　　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1)業績

　 当中間会計期間における当社の業績は、売上高311,106千円（前年同期比10,215千円増加）、売上原価167,502千円

（同673千円減少）、営業利益44,614千円（同6,385千円増加）、経常利益44,522千円（同6,882千円増加）、税引前中

間純利益35,921千円（同373千円減少）、中間純利益24,056千円（同486千円増加）となりました。

  入会者が増加したことにより増収増益となりました。

 　尚、当社は、ゴルフ場事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(2)キャッシュ・フロー

　当中間会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は、前事業年度末に比べ20,569千円

増加し、25,376千円となりました。

　当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において営業活動の結果得られた資金は、52,897千円（前年同期比11,703千円増加）となりまし

た。これは主に、会員預り金の増加額54,000千円（同20,000千円増加）によるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において投資活動の結果使用した資金は、154,647千円（前年同期比108,725千円増加）となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得154,447千円（同109,225千円増加）によるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において財務活動の結果得られた資金は、122,319千円（前年同期比63,860千円増加)となりまし

た。これは主に、長期借入金の借入が120,000千円あったことによるものです。
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２【生産、受注及び販売の状況】

　(1) 生産実績

　　　該当事項はありません。

 

　(2) 受注実績

　　　該当事項はありません。

 

　(3) 販売の実績

　　　当中間会計期間における営業日数及び入場者数の状況は、次の通りであります。

区　分 項　目

前中間会計期間

（自 平成28年 1月 1日

  至 平成28年 6月30日)

当中間会計期間

（自 平成29年 1月 1日

  至 平成29年 6月30日)

ホール数

新コース
営 業 日 数

入 場 者 数

77日

13,836人

77日

13,140人
18

旧コース
営 業 日 数

入 場 者 数

88日

6,503人

83日

6,556人
9

　 　(注) 今シーズンのオープン日は、新コースは4月14日、旧コースは4月7日です。

 

　　 当中間会計期間における販売の実績を収入別に示すと、次の通りであります。

営業収入別

前中間会計期間
（自 平成28年1月1日 至 平成28年6月30日）

当中間会計期間
（自 平成29年1月1日 至 平成29年6月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

 プレー収入 205,104 68.2 201,059 64.6

 年会費等収入 84,640 28.1 99,510 32.0

 その他の収入 11,147 3.7 10,537 3.4

 合　　計 300,891 100.0 311,106 100.0

　　　(注) 上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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３【対処すべき課題】

 今後も引き続き内部統制システムの充実、経営の効率化による収益力の強化及び改善を図り、健全経営を行ってま

いります。

　お客様にご満足いただける良好なコースコンデションの提供並びにホスピタリティの高いトータルサービスの提供

に向け、経営資源を投入するとともに、関係従業員が連携して鋭意取り組みます。

　従業員教育等を計画的に積極的に行い、従業員の継続的な質的向上に努めてまいります。

 

４【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

 

５【経営上の重要な契約等】

 該当事項はありません。

 

６【研究開発活動】

該当事項はありません。

７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態の分析

（資産の部）

　当中間会計期間末における資産の部は、4,438,654千円（前事業年度末比228,741千円増加）となりました。

　これは主に、現金及び預金、売掛金及びたな卸資産、有形固定資産の増加によるものです。

 

（負債の部）

　当中間会計期間末における負債の部は、1,112,177千円（前事業年度末比204,685千円増加）となりました。

　これは主に、借入金及び会員預り金の増加によるものです。

 

（純資産の部）

　当中間会計期間末における純資産の部は、3,326,477千円（前事業年度末比24,056千円増加）となりました。

　これは、利益剰余金の増加によるものです。

 

(2) 経営成績の分析

「1　業績等の概要（1）業績」を参照願います。

 

(3）キャッシュ・フローの分析

「1　業績等の概要（2）キャッシュ・フロー」を参照願います。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間会計期間中において、重要な設備の改築を完了しております。その主要な設備は、次のとおりであります。

名称 設備の内容 建物 その他の有形固定資産 完了年月

小樽カントリー倶楽部

　　　　　 旧コース
クラブハウス 　　　111,156千円 　　　12,814千円 平成29年3月

 

 (注)当社の事業は単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

２【設備の新設、除却等の計画】

(1)重要な設備の新設等

　 該当事項はありません。

(2)重要な設備の除却等

　 経常的な設備の更新のための除却等を除き、重要な設備の除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種　類 発行可能株式総数（株）

  普通株式 180,000

計 180,000

 

②【発行済株式】

種　類
　中間会計期間末現在
　　　発行数(株）
（平成29年 6月30日）

提出日現在発行数
(株)

（平成29年 9月27日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内 容

普通株式 169,920 169,920 該当事項はありません。
単元株式数

90株

計 169,920 169,920 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5)【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式
総数増減数
  (株）

発行済株式
 総数残高
 （株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
　増減額
 （千円）

資本準備金
  残高
 （千円）

平成29年1月 1日

～

平成29年6月30日

－ 169,920 － 1,699,200 － 1,184,755
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(6)【大株主の状況】

  平成29年6月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％）

大川　紘司 小樽市 630 0.37

株式会社ホクリヨウ 札幌市白石区中央2条3丁目6-15 450 0.26

宿田　孝弘 札幌市北区 450 0.26

須貝　政子 小樽市 450 0.26

渡邊　克仁 札幌市中央区 450 0.26

株式会社新宮商行 小樽市稲穂2丁目1-1 360 0.21

株式会社ノースブレイン 札幌市中央区大通西25丁目1-2 360 0.21

八田総業株式会社 札幌市中央区南5条西4丁目1-14 360 0.21

フタバ倉庫株式会社 小樽市港町8-2 360 0.21

株式会社ワコー 札幌市中央区南2条西20丁目2-1 360 0.21

吉岡　政晴 札幌市中央区 360 0.21

渡邉　昭 札幌市北区 360 0.21

計 － 4,950 2.91
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(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年6月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
 普通株式

169,920
1,888 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 169,920    －  －

総株主の議決権 　 － 1,888  －

 

②【自己株式等】

平成29年6月30日現在
 

所有者の氏名
　又は名称

所有者の住所
自己名義所有
 株式数（株）

他人名義所有
 株式数（株）

所有株式数の
 合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【株価の推移】

当社株式は非上場であるため、該当事項はありません。

 

３【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸等表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当中間会計期間（平成29年1月1日から平成29年6月30

日まで）の中間財務諸表については、公認会計士上原正道により中間監査を受けております。

 

３．中間連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表は作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成28年12月31日)
当中間会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,806 28,076

売掛金 - 65,475

たな卸資産 8,766 21,904

繰延税金資産 2,493 3,599

未収入金 4,796 9,976

その他 1,188 3,010

流動資産合計 22,052 132,043

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 169,312 ※２ 290,098

構築物（純額） 65,384 89,857

機械及び装置（純額） 74,231 89,124

車両運搬具（純額） 19,071 18,632

工具、器具及び備品（純額） 22,215 29,061

土地 ※２ 3,309,487 ※２ 3,309,487

コース勘定 472,864 467,376

建設仮勘定 41,282 -

有形固定資産合計 ※１ 4,173,849 ※１ 4,293,638

無形固定資産 909 909

投資その他の資産 13,101 12,063

固定資産合計 4,187,861 4,306,611

資産合計 4,209,913 4,438,654

負債の部   

流動負債   

短期借入金 ※２ 80,000 ※２ 120,000

1年内返済予定の長期借入金 ※２ 49,800 ※２ 44,800

会員預り金 80,000 76,000

リース債務 9,529 10,102

未払金 22,346 20,674

未払費用 2,424 4,365

未払法人税等 17,372 21,685

預り金 2,316 26,706

その他 7,267 1,617

流動負債合計 271,056 325,952

固定負債   

長期借入金 - ※２ 92,000

会員預り金 602,000 660,000

リース債務 20,106 19,161

退職給付引当金 14,329 15,063

固定負債合計 636,435 786,224
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成28年12月31日)
当中間会計期間
(平成29年６月30日)

負債合計 907,492 1,112,177

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,699,200 1,699,200

資本剰余金   

資本準備金 1,184,755 1,184,755

資本剰余金合計 1,184,755 1,184,755

利益剰余金   

利益準備金 995 995

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 417,470 441,526

利益剰余金合計 418,465 442,521

株主資本合計 3,302,420 3,326,477

純資産合計 3,302,420 3,326,477

負債純資産合計 4,209,913 4,438,654
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②【中間損益計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　平成28年１月１日
　至　平成28年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 300,891 311,106

売上原価 ※４ 168,176 ※４ 167,502

売上総利益 132,715 143,604

販売費及び一般管理費 ※４ 94,486 ※４ 98,989

営業利益 38,228 44,614

営業外収益 ※１ 1,047 ※１ 1,071

営業外費用 ※２ 1,635 ※２ 1,163

経常利益 37,640 44,522

特別利益 － 499

特別損失 ※３ 1,345 ※３ 9,101

税引前中間純利益 36,294 35,921

法人税、住民税及び事業税 13,721 13,194

法人税等調整額 △995 △1,329

法人税等合計 12,725 11,865

中間純利益 23,569 24,056
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自 平成28年 1月 1日　至 平成28年 6月30日）

       (単位：千円)

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
 

資本準備金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益
剰余金

利益剰余金
合計

 
繰越利益剰
余金

当期首残高 1,699,200 1,184,755 1,184,755 995 370,966 371,962 3,255,917 3,255,917

当中間期変動額         

中間純利益     23,569 23,569 23,569 23,569

当中間期変動額合計 － － － － 23,569 23,569 23,569 23,569

当中間期末残高 1,699,200 1,184,755 1,184,755 995 394,536 395,531 3,279,486 3,279,486

 

 

当中間会計期間（自 平成29年 1月 1日　至 平成29年 6月30日）

       (単位：千円)

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
 

資本準備金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益
剰余金

利益剰余金
合計

 
繰越利益剰
余金

当期首残高 1,699,200 1,184,755 1,184,755 995 417,470 418,465 3,302,420 3,302,420

当中間期変動額         

中間純利益     24,056 24,056 24,056 24,056

当中間期変動額合計 － － － － 24,056 24,056 24,056 24,056

当中間期末残高 1,699,200 1,184,755 1,184,755 995 441,526 442,521 3,326,477 3,326,477
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　平成28年１月１日
　至　平成28年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純利益 36,294 35,921

減価償却費 28,954 31,256

退職給付引当金の増減額（△は減少） 548 733

賞与引当金の増減額（△は減少） 849 866

貸倒引当金の増減額（△は減少） △80 －

受取利息及び受取配当金 △48 △44

支払利息 1,635 1,163

有形固定資産除売却損益（△は益） 1,345 6,001

未収入金の増減額（△は増加） △2,054 2,460

立替金の増減額（△は増加） △1,610 △1,180

売上債権の増減額（△は増加） △65,466 △65,475

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,854 △13,138

未払又は未収消費税等の増減額 △5,895 △14,155

未払金の増減額（△は減少） 3,918 △593

会員預り金の増減額（△は減少） 34,000 54,000

その他 31,521 28,113

小計 58,057 65,927

利息及び配当金の受取額 48 44

利息の支払額 △1,945 △1,298

法人税等の支払額 △14,967 △11,776

営業活動によるキャッシュ・フロー 41,193 52,897

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △700 △700

有形固定資産の取得による支出 △45,221 △154,447

有形固定資産の売却による収入 － 500

投資活動によるキャッシュ・フロー △45,921 △154,647

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 90,000 40,000

長期借入れによる収入 － 120,000

長期借入金の返済による支出 △27,000 △33,000

リース債務の返済による支出 △4,540 △4,680

財務活動によるキャッシュ・フロー 58,459 122,319

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 53,731 20,569

現金及び現金同等物の期首残高 5,963 4,806

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１ 59,695 ※１ 25,376
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

　(1）たな卸資産

 主として先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を

採用しております。

 

２．固定資産の減価償却の方法

　(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

　　　　① 平成19年3月31日までに取得したもの　　　 旧定額法

　  　 ② 平成19年4月1日以降に取得したもの　　　　 定額法

　      尚、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　   　 建 物　　 　  　8～50年

　       構築物            3～30年

　       機械及び装置　 　 4～17年

　 　   車両運搬具　       2～6年

　 　   工具、器具及び備品 3～15年

　　　(2) 長期前払費用　　　 定額法

 　 (3) リース資産

    　  所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

 

３．引当金の計上基準

 (1) 貸倒引当金

  売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

 債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

 　　(2) 賞与引当金

　　　　　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち当中間会計期間の負担額を計上して

　　　　おります。

     (3) 退職給付引当金

　　　　 従業員に対する退職給付に備えるため簡便法を採用し、当事業年度末における退職給付債務の見込み額に

　　　　基づき、当中間会計期間末において発生していると認められる額を計上しております。

 

４．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　　　中間キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な預

　　金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に

　　返還期限の到来する短期投資からなっております。

 

５．その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

 　　消費税等の会計処理は税抜方式によっております。

　　　尚、仮払消費税と仮受消費税は相殺の上、前事業年度は流動負債のその他に、当中間会計期間は流動資産の

　　　未収入金に含めて表示しております。

 

 

（追加情報）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年3月28日）を中間会計

期間から適用しております。
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（中間貸借対照表関係）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

前事業年度
（平成28年12月31日）

当中間会計期間
（平成29年6月30日）

1,345,054千円 1,357,134千円

 

※２　担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成28年12月31日）
当中間会計期間

（平成29年6月30日）

土地

建物

1,305,599千円

－

1,306,195千円

　　　　　　 111,156

 

担保付債務は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成28年12月31日）
当中間会計期間

（平成29年6月30日）

短期借入金 60,000千円 100,000千円

長期借入金 49,800 136,800
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（中間損益計算書関係）

※１　営業外収益のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　平成28年 1月 1日
至　平成28年 6月30日）

当中間会計期間
（自　平成29年 1月 1日
至　平成29年 6月30日）

ゴルフ利用税報償金

 

647千円

 

674千円

 

 

※２　営業外費用のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　平成28年 1月 1日
至　平成28年 6月30日）

当中間会計期間
（自　平成29年 1月 1日
至　平成29年 6月30日）

支払利息

 

1,635千円

 

1,163千円

 

 

※３　特別損失のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　平成28年 1月 1日
至　平成28年 6月30日）

当中間会計期間
（自　平成29年 1月 1日
至　平成29年 6月30日）

建物除却損 91千円 －千円

構築物除却損

機械及び装置除却損

コース勘定除却損

                   －

　　　　　　　　　　 1,253

　　　　　　　　　　　　 －

                       237

                         0

                     6,264

 

 

※４　減価償却実施額

 
前中間会計期間

（自　平成28年 1月 1日
至　平成28年 6月30日）

当中間会計期間
（自　平成29年 1月 1日
至　平成29年 6月30日）

有形固定資産 28,847千円 31,149千円

長期前払費用 　　　　　　　　　　   106 　　　　　　　　　　　　106
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自 平成28年 1月 1日　至 平成28年 6月30日）

1.　発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当事業年度期首株式
数（株）

当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末株
式数（株）

発行済株式     

普通株式 169,920 － － 169,920

合計 169,920 － － 169,920

 

2.　自己株式の種類及び株式数に関する事項

   該当事項はありません。

3.　新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

   該当事項はありません。

4.　配当に関する事項

   該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自 平成29年 1月 1日　至 平成29年 6月30日）

1.　発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当事業年度期首株式
数（株）

当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末株
式数（株）

発行済株式     

普通株式 169,920 － － 169,920

合計 169,920 － － 169,920

 

2.　自己株式の種類及び株式数に関する事項

   該当事項はありません。

3.　新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

   該当事項はありません。

4.　配当に関する事項

   該当事項はありません。
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（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前中間会計期間

（自　平成28年 1月 1日
至　平成28年 6月30日）

当中間会計期間
（自　平成29年 1月 1日
至　平成29年 6月30日）

現金及び預金勘定        　　　59,695千円             28,076千円

預入期間が３か月を超える定期預金 　　　　　　　　 　 － 　　　　　　　△2,700

現金及び現金同等物                59,695               25,376

 

 

（リース取引関係）

 　（借主側）

  1. ファイナンス・リース取引

     所有権移転外ファイナンス・リース取引

   (1) リース資産の内容

　     有形固定資産

 　　　 主として、社有車及び乗用カート（車両運搬具）であります。

   (2) リース資産の減価償却の方法

　　   重要な会計方針「２.固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。
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（金融商品関係）

　　　　前事業年度末（平成28年12月31日）

　金融商品の時価等に関する事項

　平成28年12月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

 尚、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません。

（単位：千円）

 貸借対照表計上額 時価 差額

短期借入金          80,000        80,000       　　　　 －

長期借入金          49,800         49,726         　　　△73

（注）金融商品の時価の算定方法に関する事項

　 1.　短期借入金

　　　　短期で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

　　2.　長期借入金

　　　　長期借入金には1年以内返済予定額49,800千円が含まれております。また、これらの時価については、

　　　　元利金の合計額を同様に新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法によって

　　　　おります。

　　3.　会員預り金

　　　　会員預り金682,000千円は入会時の預託金であり、将来のキャッシュ・フローの発生時点を合理的に見

　　　　積ることができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、上記には含めておりません。

 

　当中間会計期間末（平成29年6月30日）

 金融商品の時価等に関する事項

 平成29年6月30日における中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

 尚、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません。

（単位：千円）

 中間貸借対照表計上額 時価 差額

短期借入金 　　　　 120,000         120,000               －

長期借入金         136,800         136,714           △85

（注）金融商品の時価の算定方法に関する事項

　　1.　短期借入金

　　　　短期で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

　　2.　長期借入金

　　　　長期借入金には1年以内返済予定額44,800千円が含まれております。また、これらの時価については、

　　　　元利金の合計額を同様に新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法によって

　　　　おります。

　　3.　会員預り金

　　　　会員預り金736,000千円は入会時の預託金であり、将来のキャッシュ・フローの発生時点を合理的に見

　　　　積ることができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、上記には含めておりません。
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（有価証券関係）

　該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

 該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

 　　  該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　　　 該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

 　　  該当事項はありません。

（賃貸等不動産関係）

　　　　該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

 　　  該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前中間会計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年６月30日）

 　  当社は、ゴルフ場の事業を行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当中間会計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年６月30日）

 　  当社は、ゴルフ場の事業を行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

【関連情報】

前中間会計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年６月30日）

   1. 製品及びサービスごとの情報

　　    単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、

   記載を省略しております。

　 2．地域ごとの情報

　　 (1)　売上高

　　      本邦の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

          す。

　　 (2)　有形固定資産

　　　　  本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

          め、記載を省略しております。

   3．主要な顧客ごとの情報

    当社は、外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため

　 記載を省略しております。

 

当中間会計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年６月30日）

   1. 製品及びサービスごとの情報

　　    単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、

   記載を省略しております。

　 2．地域ごとの情報

　　 (1)　売上高

　　      本邦の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

          す。

　　 (2)　有形固定資産

　　　　  本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

          め、記載を省略しております。

   3．主要な顧客ごとの情報

    当社は、外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため

　 記載を省略しております。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　 該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　 該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

   該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前中間会計期間

（自　平成28年 1月 1日
至　平成28年 6月30日）

当中間会計期間
（自　平成29年 1月 1日
至　平成29年 6月30日）

　　１株当たり中間純利益金額 138円70銭 141円57銭

（算定上の基礎）   

中間純利益金額（千円） 23,569 24,056

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純利益金額（千円） 23,569 24,056

普通株式の期中平均株式数（株） 169,920 169,920

　（注）　潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 
前事業年度

（平成28年12月31日）
当中間会計期間

（平成29年 6月30日）

１株当たり純資産額 19,435円15銭 19,576円72銭

（算定上の基礎）   

純資産の部の合計額（千円） 3,302,420 3,326,477

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る中間期末（期末）の純資産額

（千円）
3,302,420 3,326,477

１株当たり純資産額の算定に用いられた中間期末

（期末）の普通株式の数（株）
169,920 169,920

 

（重要な後発事象）

　 該当事項はありません。

 

（２）【その他】

 該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】
当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1)有価証券報告書及びその添付書類

 事業年度（第56期）（自　平成28年1月1日　至　平成28年12月31日）平成29年3月23日北海道財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間監査報告書 
   

 

  平成29年9月8日  

株式会社小樽ゴルフ場    

 

 取締役会　御中  

 

  公認会計士　上原正道事務所  

 

  公認会計士 上 原　正 道　　 印  

 

 私は、金融商品取引法第193条の２第1項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会

社小樽ゴルフ場の平成29年1月1日から平成29年12月31日までの第57期事業年度の中間会計期間（平成29年1月1日から平成

29年6月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書、中

間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

 

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成

し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な

情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

私の責任は、私が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。私

は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、私に

中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がな

いかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これに基づき中間監査を実施することを求

めている。

中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の一

部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、私の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な

虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用

される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、私は、リスク評価の実施に

際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連する内部統

制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積り

の評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

私は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間監査意見

私は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、株式

会社小樽ゴルフ場の平成29年6月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成29年1月1日から平

成29年6月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

利害関係

会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

(注）１．上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出

会社）が別途保管しております。

　　　 ２．ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれていません。
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